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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成26年12月18日(2014.12.18)

【公表番号】特表2014-502508(P2014-502508A)
【公表日】平成26年2月3日(2014.2.3)
【年通号数】公開・登録公報2014-006
【出願番号】特願2013-546763(P2013-546763)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   7/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/13     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   7/04    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  39/13    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/14    　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月28日(2014.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ｉ）ドメインＶのステム（ａ）又は（ｂ）内に塩基対ミスマッチを有さないように改変
された、Ｓａｂｉｎ３の５’非コード領域からなる５’非コード領域であって、ステム（
ａ）及び（ｂ）内の塩基対のうちの７個又は８個がＵ－Ａ塩基対又はＡ－Ｕ塩基対である
５’非コード領域と、
（ii）Ｓａｂｉｎ１、Ｍａｈｏｎｅｙ、ＭＥＦ又はＳａｕｋｅｔｔ株からのカプシドタン
パク質と
を有する弱毒化組換えポリオウイルス。
【請求項２】
Ｓａｂｉｎ３に由来する非構造コード領域及び３’非コード領域を有する、請求項１に記
載のポリオウイルス。
【請求項３】
（ｉ）Ｕ－Ａ塩基対がステム（ａ）内の４７１～５３８位及び４７２～５３７位並びにス
テム（ｂ）内の４７８～５３３位、４８０～５３１位及び４８１～５３０位に存在し、Ａ
－Ｕ塩基対がステム（ｂ）内の４７９～５３２位及び４８２～５２９位に存在する、又は
（ii）Ｕ－Ａ塩基対がステム（ａ）内の４７１～５３８位及び４７２～５３７位並びにス
テム（ｂ）内の４７８～５３３位、４８０～５３１位及び４８１～５３０位に存在し、Ａ
－Ｕ塩基対がステム（ｂ）内の４７７～５３４位、４７９～５３２位及び４８２～５２９
位に存在する、
改変された、Ｓａｂｉｎ３の５’非コード領域のドメインＶを含む、請求項１又は２に記
載のポリオウイルス。
【請求項４】
プロテアーゼ２Ａ遺伝子内に変異をさらに含み、前記変異が、サル起源の細胞における免
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疫原性粒子の収量の増加と関連している、請求項１～３のいずれかに記載のポリオウイル
ス。
【請求項５】
プロテアーゼ２Ａ遺伝子内の変異が、請求項１～３のいずれかに記載のポリオウイルスを
Ｖｅｒｏ細胞内で継代することによって得ることができる、請求項４に記載のポリオウイ
ルス。
【請求項６】
変異が、残基Ｈ２０、Ｄ３８又はＣ１０９を変化させない、請求項４又は５に記載のポリ
オウイルス。
【請求項７】
変異が、Ａ８Ｖ、Ｙ１０Ｃ、１７ＣＹ、Ｎ１８Ｓ、Ｔ１９Ｃ、Ｙ１９Ｈ、Ｔ２３Ｉ、Ｅ２
５Ｇ、Ａ３０Ｐ、Ｉ３３Ｖ、Ｗ３５Ｒ、Ｋ４５Ｅ、Ｇ４８Ｄ、Ｅ６５Ｋ、Ｅ６５Ｖ、Ｙ７
０Ｃ、Ｔ７９Ａ、Ｆ８０Ｌ、Ｙ８２Ｈ、Ｙ９３Ｈ、Ｈ９６Ｙ、Ｓ１０５Ｔ、Ｐ１０６Ｓ、
Ｉ１２２Ｖ、Ｖ１２３Ａ、Ｇ１２７Ｒ、Ｖ１３１Ａ及びＳ１３４Ｔのうちのいずれか１又
は２以上のアミノ酸の変化である、請求項４～６のいずれかに記載のポリオウイルス。
【請求項８】
不活化されている、請求項１～７のいずれかに記載のポリオウイルス。
【請求項９】
ワクチンにおいて使用するための、請求項８に記載のポリオウイルス。
【請求項１０】
請求項８に記載のポリオウイルスと、薬学的に許容される担体又は希釈剤とを含むワクチ
ン。
【請求項１１】
不活化ポリオワクチン（ＩＰＶ）の種としての、請求項１～７のいずれかに記載のポリオ
ウイルスのインビトロでの使用。
【請求項１２】
不活化ポリオワクチンを調製する方法であって、
（ｉ）請求項１～７のいずれかに記載のポリオウイルスを生体外の細胞培養で増殖させる
ステップと、
（ii）前記ポリオウイルスを不活化するステップと、
（iii）前記不活化ポリオウイルスを、薬学的に許容される担体又は希釈剤と共に製剤化
するステップと
を含む方法。
【請求項１３】
ポリオウイルスを非ヒト細胞内で増殖させる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
ポリオウイルスに対してワクチン接種する方法において使用するための医薬品の製造にお
ける、請求項８に記載のポリオウイルスの使用。
【請求項１５】
請求項８に記載のポリオウイルスを含む、ポリオウイルスに対するワクチン。
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